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	 講演題目：植物の新生ぺプチドによる転写後制御

	 講演者名：尾之内 均 准教授
（北海道大学大学院農学研究院 応用生命科学部門）

	講演の概要
　遺伝子発現の制御は様々な段階で行われるが、その中でmRNAが翻訳される際に、合成途上の新生ペプチドがリボソームの制御に関わるユニークな発現制御が、原核生物と真核生物において、それぞれいくつかの遺伝子で見つかっている。それらの制御では、新生ペプチドの特定の領域が自身を翻訳したリボソームの内部に作用することによって、翻訳の途中でリボソームを停止させる。真核生物におけるそのような制御の例としては、5’非翻訳領域に存在する小さなORF（upstream ORF: uORF）にコードされる新生ペプチドの働きによってリボソームがmRNA上で停滞し、それが障壁となって下流の主要なORFへのリボソームの到達が妨げられ、そのためにタンパク質合成が抑制されるという制御が知られている。一方、我々が見いだしたシロイヌナズナのCGS1遺伝子の制御では、主要なORFにコードされる新生ポリペプチドの一部の領域が、リボソームの制御に関わる。すなわち、CGS1遺伝子の発現が抑制される条件下では、タンパク質合成の途中で新生ペプチドがリボソームに作用して、翻訳伸長を停止させる。この制御では、翻訳停止に伴って、さらにCGS1 mRNAの分解が誘導される。また、我々はシロイヌナズナにおいて、リボソーム制御に関わる新生ペプチドをさらに同定するために、uORFを含む遺伝子の中からuORFのアミノ酸配列が下流のORFの翻訳に影響するものを探索し、uORFにコードされるペプチドによって翻訳が制御されると考えられる遺伝子を新たに同定した。本セミナーでは、シロイヌナズナにおける我々の研究を中心に、新生ペプチドによるリボソーム制御という新しいタイプの遺伝子発現制御について概説する。
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